
   具体的な取組 
 

・サミットが開催されるからこそ生まれる（発展する）取組 
・アクティブ・シチズンとしての県民の行動を促す取組 
・サミット開催後、一定期間にわたって効果が持続する取組 

 
サミットの開催は三重にとって千載一遇のチャンスであり、これを一過性にせず、サミットの資産を次世代に継承していかなければなりません。 
⇒三重県における「ポストサミット」を、《サミットの「レガシー」を三重の未来に生かすこと》と定義し、そのために具体的な取組を展開していきます。 

サミット開催に向けた「オール三重」による取組は、県民の皆さんがサミットの成果を地域の発展のために生かそうとする行動や、地域をより良くしようとする行動へと 
つながります。そのことにより、地域の活力・魅力が高まって、観光やビジネスなどのさまざまな分野で三重が世界から選ばれるようになり、それが次代を担う若者や 
子どもたちの希望につながっていくという「正のスパイラル」が生まれ、地域の自立的かつ持続的な活性化が図られます。そのように、サミットのレガシーを最大限に 
生かし、三重の未来を持続的に発展させていくことが、「ポストサミット」の基本的な考え方です。 

サミットの「レガシー」 
 

サミットの開催により 
地域にもたらされる 
有形無形の好影響 

①知名度等の向上 
 
 

②会議自体の成果 
 
 

③地域の総合力の向上 
 
 
 
 
 
 
 

①人と事業を呼びこむ 
 
 
 
 
 
 

 
②成果を発展させる 
 
 
 
③次世代に継承する 
 
 
 

☆サミットのテーマ決定、開催成果を受けて、ポストサミットの考え方をさらに進化させ、 
  あわせて関連取組を検討します。 

・「日本人の心のふるさと」三重・伊勢志摩の 
 知名度の向上や評価・関心の高まり 
・県民と海外・世界との距離が縮まること 等 

・宣言、方針、共同声明等や、それらに基づく 
 計画、取組 等 

・県民や地域の一体感の醸成 
・郷土に対する愛着や誇りの高まり 
・地域に対する理解の深化、地域のネット 
 ワークの強化 
・地域で自らイノベーションを起こそうとする 
 県民の行動の活発化（アクティブ・シチズンの増加） 
・おもてなしの力の向上 
・「ダイバーシティ※」の視点による地域の深化 
・県民力で「安全・安心」に取り組んだ経験 等 

（知名度等の向上を最大限に生かし、国内外の人びとと事業を呼びこむ取組） 

（サミットそのものの成果を引き継ぎ発展させる取組） 

（サミットを通じて高まった地域の総合力を、 
 次世代の育成や地域の魅力向上につなげる取組） 

【ＭＩＣＥ誘致】 ◯海外ＭＩＣＥ誘致促進事業（27補） 
           ◯世界経済のリーダーを呼び込む国際会議開催事業（27補） 
【インバウンド】 ◯海外誘客推進プロジェクト事業（27補） 
            ◯三重県版バリアフリー観光促進事業（27補） 
            ◯地域活性化（観光活性化）ファンド組成事業 
【食の産業振興】 ◯みえの農林水産物の魅力総合発信事業（27補） 
              ◯「みえの食」グローバル市場獲得推進事業 
【国際戦略】 ◯グローバル創業支援事業（27補） 
          ◯外資系企業ワンストップサービス推進事業（27補） 

【安全・安心】 ◯安全安心まちづくり事業〈一部〉 
【サミットの聖地】 ◯みえの農林水産「八百万サミット」開催事業（27補） 
                                     ◆世界に開かれた魅力ある三重づくり促進プログラム事業 
【環境】 ◯みえの環境技術移転国際会議開催事業（27補） 

【次世代育成】 ◆三重県高校生サミット開催事業 
            ◆大学生・留学生との交流事業 
【女性の活躍】 ◯未来へつなぐグッドワーク・グッドライフ創造事業（当初、27補） 

※ダイバーシティ：国籍や人種、信仰、性別・ジェンダーの違いや年齢差、 
   障がいの有無などの「違い」を積極的に受け入れ活用する視点から、 
  組織や社会として人材等の多様性を生かすこと 

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催 

〈平成28年度当初 計69,402千円〉 
〈平成27年度補正 計215,209千円〉 
     ※県民会議の取組を含む。 

「伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
後
、
我
が
国
で
の
次
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
が
決
定
す
る
ま
で
」を 

三
重
県
の
「ポ
ス
ト
サ
ミ
ッ
ト
期
」と
捉
え
、 

長
く
効
果
が
持
続
す
る
と
期
待
さ
れ
る
取
組
を
展
開
し
て
い
く
。 

持
続
的
に
発
展
す
る
三
重
の
未
来
へ 

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
指
定
70
周
年
（平
成
28
）、
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・三
重
（平
成
29
）、 

三
重
と
こ
わ
か
国
体
・全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
三
重
大
会
（平
成
33
）な
ど
を
経
て
、 

第
63
回
神
宮
式
年
遷
宮
（平
成
37[

山
口
祭]

～
平
成
45[

遷
御
の
儀]

）へ 

〈平成28年度当初 計53,164千円〉 
〈平成27年度補正 計143,632千円〉 

注）事業名に◆印を付したものは、伊勢志摩サミット三重県民会議への寄附金を財源として 
   実施する事業です。 

〈平成28年度当初 計3,000千円〉 
〈平成27年度補正 計14,690千円〉 
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〈平成28年度当初 計13,238千円〉 
〈平成27年度補正 計56,887千円〉 

ポストサミット関連予算の概要 

【資料4-1】



 
【ＭＩＣＥ誘致】 【インバウンド】 【食の産業振興】 

【サミットの聖地】 【安全・安心】 【国際戦略】 

【環境】 【次世代育成】 【女性の活躍】 

◯海外ＭＩＣＥ誘致促進事業（27補）        〔16,708千円〕 
◯世界経済のリーダーを呼び込む国際会議開催事業（27補） 
                              〔30,000千円〕 

◯みえの農林水産物の魅力総合発信事業（27補）〔18,421千円〕 
◯「みえの食」グローバル市場獲得推進事業        〔33,164千円〕 

◯グローバル創業支援事業（27補）        〔6,863千円〕 
◯外資系企業ワンストップサービス推進事業（27補） 
                               〔5,493千円〕 

◯みえの環境技術移転国際会議開催事業（27補） 
                             〔10,000千円〕 

◯犯罪から県民を守るアクションプログラム（仮称）の策定 
（「安全安心まちづくり事業」の一部）        〔1,000千円〕 

◆三重県高校生サミット開催事業          〔2,538千円〕  
◆大学生・留学生との交流事業          〔10,239千円〕 

◯未来へつなぐグッドワーク・グッドライフ創造事業 
    〔28当初：461千円，27補：56,887千円，計57,348千円〕 

◯みえの農林水産「八百万サミット」開催事業（27補） 
                              〔4,690千円〕 
◆世界に開かれた魅力ある三重づくり促進プログラム事業 
                              〔2,000千円〕 

◯海外誘客推進プロジェクト事業（27補）     〔63,029千円〕 
◯三重県版バリアフリー観光促進事業（27補）   〔3,118千円〕 
◯地域活性化（観光活性化）ファンド組成事業   〔20,000千円〕 ＜目的＞ 

Ｇ７サミットという世界最高峰の国際会議の開催地としての 
知名度の飛躍的向上を生かし、国際会議をはじめとする 
ＭＩＣＥ※の誘致に取り組む。 

＜目的＞ 
サミット開催を通じて三重県の食材や食文化に国内外から 
注目が集まる機会を生かし、三重の「食」の魅力発信や、 
国内外への販路拡大に取り組む。 

＜目的＞ 
サミット開催を契機に、安全・安心等、ビジネス環境における
三重の優位性の認知度を高め、世界に向けた起業や外資系
企業誘致を推進し、産業の多様性のさらなる向上に取り組む。 

＜目的＞ 
「伊勢志摩サミット」の開催による県民の皆さんの安全意識の
高まりを引き継ぐとともに、「協創」による安全で安心な 
まちづくりを着実に進めていくため、「犯罪から県民を守る 
アクションプログラム（仮称）」の策定を進める。 

＜目的＞ 
Ｇ７サミットの開催地として、「『サミット』といえば
三重県」というイメージが確立されることを生かし、
「サミット」の名のつくイベントの県内開催や、 
サミットを記念した国際交流等に取り組む。 

＜目的＞ 
ジュニア・サミットが「環境」をテーマに開催される予定である 
ことから、四日市公害等で培われた環境技術等、環境先進 
地域・三重の世界への発信と、地球環境の保全と経済成長 
の両立への貢献に取り組む。 

＜目的＞ 
世界と三重の距離が大きく縮まるなど、サミット開催による 
地域の総合力の向上を次代を担う若者の育成につなげる 
ため、同世代の国際交流促進等に取り組む。 

＜目的＞ 
サミット開催により、性別などの「違い」に関わらず活躍する
人の姿にあらためて注目が集まり、「多様性」の重要さが 
再認識される機会をとらえ、三重における女性活躍の機運の
一層の醸成に取り組む。 

＜目的＞ 
サミット開催により三重県の知名度が高まる
好機を捉え、インバウンド需要のさらなる拡大
に向けた環境整備や誘客促進に取り組む。 

＜具体的な事業内容＞ 
・農林水産物の生産・加工・販売の主体を集めて 
 行う各種「サミット」を県内で開催する。 
・「伊勢志摩サミットメモリアルデー」を創設し、 
 国際交流の支援等につなげる。 

＜具体的な事業内容＞ 
・欧米市場や富裕層、ゴルフツーリズム等の 
 新たな誘客を促進する。 
・案内表示の非言語（ピクトグラム）化など、 
インバウンド対応のための環境整備を進める。 

＜具体的な事業内容＞ 
・首都圏等において県産農林水産物の魅力を伝えるとともに、  
 ブランド力の一層の向上を促進する。 

＜具体的な事業内容＞ 
・グローバルな創業・第二創業の促進のため、 
 海外支援機関等との連携等を支援する。 
・「外資系企業ワンストップサービス窓口」を 
 設けてニーズへの迅速な対応を図るとともに、 
 各国大使館を通じたＰＲ活動等に取り組む。 

＜具体的な事業内容＞ 
・安全・安心な社会にとっての新たな脅威と 
 なりつつある諸問題に総合的・横断的に対応 
 するため、「犯罪から県民を守るアクション 
 プログラム（仮称）」の策定を進める。 

＜具体的な事業内容＞ 
・新興国等を対象に、(公財)国際 
 環境技術移転センター（ＩＣＥＴＴ） 
 の研修生ＯＢ（政府幹部）等を 
 招いた国際会議を開催する。 

＜具体的な事業内容＞ 
・県内高校生がジュニア・サミットのテーマ 
 等に関する意見交換等を行う。 
・県内外の大学生や留学生が三重に集い、 
 交流する。 

＜具体的な事業内容＞ 
・国際的に知名度のあるスピーカー等 
 を招聘し、「女性活躍」をテーマにした 
 公開 フォーラムを開催するとともに、 
 参加者による共同宣言を実施する。 

＜具体的な事業内容＞ 
・海外ＭＩＣＥをインバウンドの重要な分野 
 とし、誘致に向けた取組を展開する。 
・世界経済のリーダーが集う国際会議を誘致 
 し、世界に「三重」を発信する。 

①人と事業を呼びこむ ①人と事業を呼びこむ ①人と事業を呼びこむ 

①人と事業を呼びこむ ②成果を発展させる ②成果を発展させる 

②成果を発展させる ③次世代に継承する ③次世代に継承する 

注）事業名に◆印を付したものは、伊勢志摩サミット三重県民会議への寄附金を財源として実施する事業です。 

※ＭＩＣＥ：企業の会議、企業等が行う報奨・研修旅行、国際機関・ 
  団体・学会等が行う国際会議、展示会・見本市・イベント。 
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MICE 

・食に関する多様な連携を推進し、洗練された 
 商品やサービスを創り出しつつ魅力的な情報 
 発信を行うことで、みえの食のブランドイメージ 
 を向上し、グローバル市場を獲得していく。 

ポストサミット 個別事業概要 
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